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【週刊タバコの正体】 

 2023年06月 和歌山工業高校 奥田恭久 

■Vol.55 

(No.748)第7話 人のいる所ではダメ 

－「「人がいる所でタバコを吸ってはダメ」だと心得て... 

 

 

 タバコの煙には毒の缶詰のごとく有害物質が含まれている事はすでに紹

介しましたが、その煙は喫煙者の周りにも広がります。すると、たまたま

近くにいた人たちはそんな有害物質を吸ってしまう事になります。これを

受動喫煙と呼んでいますが、とても迷惑な話ですよね。下図にあるように

喫煙者が吸い込む煙を主流煙と言うのに対して、タバコに火がついている

間ずっと出続ける煙を副流煙と呼び、受動喫煙はこの煙を吸わされるわけ

です。  

  

 左のグラフを見てください。じつは、この副流煙の有害物質の濃度は主

流煙よりはるかに高く１００倍を超える物質もあるのです。  

 こんな煙を吸わされては、たまったものではありませんよね。だから、

人のいる所でタバコは吸ってはダメなのです。  

 

 

  

■Vol.55 

(No.749)第8話 喫煙が原因の病気 

－喫煙が原因の病気、いわゆるタバコ病は全身に及んでいる事... 

 

 タバコの煙は空気中を漂います。白い煙は目には見えなくなりますが、

有害物質は予想以上に広がります。その証拠に、煙はないのにタバコのニ

オイだけを感じる事がありますよね。つまりニオイとともに有害物質も吸

い込んでいるはずです。 

 そこで、下図を見て下さい。右が喫煙者、左がその煙を吸わされる受動

喫煙者を表しています。喫煙者の夫から妻が受動喫煙を受けるパターンを

イメージしている図ですが、ご覧のとおりタバコの有害成分が原因となる

事が確実とされる病気が全身に存在します。しかも、主要な臓器のがんば

かりです。加えて、子どもがいる家庭では小児ぜんそくや乳幼児突然死の

原因ともなっています。喫煙者本人だけではなく、家族全員の病気のリス

クが高くなる事がわかりますよね。 

 

 そして、その病気のために死亡する確率も高くなります。例えば肺がん

のグラフを見て下さい。タバコの影響を受けていない人に比べ、喫煙者は

３倍から４倍も高くなっています。 

 

 いかがでしょうか、タバコに手を出すと家族全員の健康を大きく損なう

事になりまるのです。だから、タバコはやめておきましょう。 
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■Vol.55 

(No.750)第9話 血管が原因 

－喫煙は血管を傷め大きな病気の原因となる事... 

 

 喫煙を続けると様々な病気になる確率が高くなります。タバコの煙に含

まれる有害物質がいろいろな臓器にダメージを与えるからですが、なかで

も血管がダメージを受けることは案外知られていません。下図にあるよう

に、血管が狭くなったり詰まってしまう原因の一つに喫煙があげられてい

るのです。特に全身に血液を届ける太い動脈が狭くなる動脈硬化や、詰ま

る動脈閉塞は致命的な病気につながります。動脈がダメージを受けると、

狭くなったり詰まるだけではありません。切れる場合や裂ける場合もある

のですが、こんな事が体のどこかでおきると大変です。 

 

 例えば、脳をめぐる動脈が詰まると“脳梗塞”、切れると“脳出血”や

“くも膜下出血”となり、すぐに治療してもらわなければ命にかかわりま

す。また心臓の動脈が詰まる“心筋梗塞”も同様に一刻でも早く手当をし

てもらわなければなりません。 

 

 そして、動脈が詰まったり、切れるタイミングは突然やってきます。な

んの前触れもなく急に意識がなくなったり苦しくなるので、本当に怖い病

気です... 

 

■Vol.55 

(No.751)第10話 虚血性心疾患 

－全身に血液を送り出す心臓がタバコでダメージを受ける事... 

  

 休むことなく動き続ける心臓の筋肉（心筋）に酸素や栄養を送っている

血管が詰まると、心筋に十分な血液が行き渡らなくなり酸素不足（虚血）

の状態となります。こうした疾患は「虚血性疾患」と呼ばれ、代表的なも

のに狭心症や心筋梗塞こうそくがあります。 

 以前にも、タバコを吸い続けると血管にダメージを与え詰まったり破れ

たりするリスクが高まる事を紹介しましたが、その具体的なデータが下の

グラフに示されていて、喫煙を続けると１０年後に虚血性心疾患を発症す

るリスクは２倍以上になるとされています。 

 

 全身に血液を送り出す心臓を動かす心筋に血液が届かず細胞が死んでし

まうなんて、とても恐ろしく深刻ですよね。タバコを吸い続けるとその確

率が高くなるのですから、吸い始めてはいけません。 


